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　NAは薬
やく

物
ぶつ

が深
しん

刻
こく

な問
もん

題
だい

となった者
もの

たちの非
ひ

営
えい

利
り

的
てき

な集
あつ

まり、いわゆる会である。私
わたし

たちは回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディ

クトであり、定
てい

期
き

的
てき

に集
あつ

まってお互
たが

いがクリーンでいられ

るよう手
て

助
だす

けし合
あ

っている。会
かい

費
ひ

もなければ、料
りょう

金
きん

もかか

らない。メンバーになる条
じょう

件
けん

はただ一
ひと

つ、それは薬
やく

物
ぶつ

の使
し

用
よう

をやめたいという願
がん

望
ぼう

があるかどうかだ。

　新
あたら

しい仲
なか

間
ま

の場
ば

合
あい

、初
はじ

めて NAに足
あし

を運
はこ

んだときにはク

リーンでなくてもかまわないが、２回
かい

目
め

からはクリーン

で、しかも継
けい

続
ぞく

して参
さん

加
か

してみるようにと提
てい

案
あん

したい。

NAにつがなるのに、過
か

剰
じょう

摂
せっ

取
しゅ

や刑
けい

務
む

所
しょ

の経
けい

験
けん

をへなくて

いいのだ。アディクションとは、けっして回
かい

復
ふく

が不
ふ

可
か

能
のう

で、絶
ぜつ

望
ぼう

的
てき

なものではない。薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

いたいという欲
よっ

求
きゅう

が

起
お

こっても、ナルコティクス アノニマスの 12のステップ

のプログラムと、回
かい

復
ふく

の道
みち

を行
い

くアディクトたちがいる

NAという集
あつ

まりがあれば、乗
の

り越
こ

えることができるのだ。

　アディクションとは、だれもがかかる可
か

能
のう

性
せい

のある病
びょう

気
き

だ。私
わたし

たちのなかには、使
つか

うことを楽
たの

しんでいた仲
なか

間
ま

もい

れば、感
かん

情
じょう

を抑
おさ

えるために使
つか

っていた仲
なか

間
ま

もいる。また、

体
からだ

や心
こころ

の病
やまい

で治
ち

療
りょう

を受
う

けているうちに、病
びょう

院
いん

で処
しょ

方
ほう

された

薬
くすり

にハマった仲
なか

間
ま

もいる。あるいは、薬
くすり

を使
つか

っていたほう

がカッコよさそうだったので、薬
くすり

仲
なか

間
ま

に何
なん

回
かい

か加
くわ

わるうち

にやめられなくなった、という仲
なか

間
ま

もいる。

　私
わたし

たちの多
おお

くが、アディクションを断
た

ち切
き

ろうと、いろ

いろがんばってみた。そして、しばらくは使
つか

わずにいられ

たこともあった。けれどもそれは時
じ

間
かん

の問
もん

題
だい

で、気
き

がつく

と以
い

前
ぜん

よりもっとひどい深
ふか

みにはまっていた。

　だがそういうことはどうでもいい。アディクションと

は、糖
とう

尿
にょう

病
びょう

と同
おな

じように、進
しん

行
こう

性
せい

の病
びょう

気
き

だ。私
わたし

たちは薬
やく

物
ぶつ

に対
たい

してアレルギーがある。だから私
わたし

たちが使
つか

い続
つづ

けてい

たら、行
い

き着
つ

く先
さき

は、刑
けい

務
む

所
しょ

か施
し

設
せつ

か死
し

しかない。だから

すでに生
い

きることがどうにもならなくなっているのなら、

そしてどんなに薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

いたいと思
おも

っても使
つか

わずにやって

いこうと思
おも

っているのなら、その方
ほう

法
ほう

がある。私
わたし

たちはこ

の病
びょう

気
き

から回
かい

復
ふく

するために、次
つぎ

にあげたナルコティクス 

アノニマスの 12のステップに日
ひ

々
び

取
と

り組
く

んでいる。

 1．私
わたし

たちは、アディクションに対
たい

して無
む

力
りょく

であり、生
い

き

ていくことがどうにもならなくなったことを認
みと

めた。

 2．私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶん

より偉
い

大
だい

な力
ちから

が、私
わたし

たちを正
しょう

気
き

に戻
もど

し

てくれると信
しん

じるようになった。

 3．私
わたし

たちは、私
わたし

たちの意
い

志
し

といのちを、自
じ

分
ぶん

で理
り

解
かい

して

いる神
かみ

の配
はい

慮
りょ

にゆだねる決
けっ

心
しん

をした。

 4．私
わたし

たちは、徹
てっ

底
てい

して、恐
おそ

れることなく、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のモ

ラルの棚
たな

卸
おろし

表
ひょう

を作った。

 5．私
わたし

たちは、神
かみ

に対
たい

し、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

に対
たい

し、もう一
ひ と り

人の人
にん

間
げん

に対
たい

し、自
じ

分
ぶん

の誤
あやま

りの正
せい

確
かく

な本
ほん

質
しつ

を認
みと

めた。

 6．私
わたし

たちは、これらの性
せい

格
かく

上
じょう

の欠
けっ

点
てん

をすべて取
と

り除
のぞ

くこ

とを、神
かみ

にゆだねる心
こころ

の準
じゅん

備
び

が完
かん

全
ぜん

にできた。

 7．私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶん

の短
たん

所
しょ

を取
と

り除
のぞ

いて下
くだ

さい、と謙
けん

虚
きょ

に

神
かみ

に求
もと

めた。

 8．私
わたし

たちは、私
わたし

たちが傷
きず

つけたすべての人
ひと

のリストを作
つく

り、そのすべての人
ひと

たちに埋
う

め合
あ

わせをする気
き

持
も

ちに

なった。

 9．私
わたし

たちは、その人
ひと

たち、または他の人
ひと

々
びと

を傷
きず

つけない

かぎり、機
き

会
かい

あるたびに直
ちょく

接
せつ

埋
う

め合
あ

わせをした。

10．私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

の棚
たな

卸
おろし

を実
じっ

行
こう

し続
つづ

け、誤
あやま

った

ときは直
ただ

ちに認
みと

めた。

11．私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶん

で理
り

解
かい

している神
かみ

との意
い

識
しき

的
てき

ふれあい

を深
ふか

めるために、私
わたし

たちに向
む

けられた神
かみ

の意
い

志
し

を知
し

り、それだけを行
おこ

なっていく力
ちから

を、祈
いの

りと黙
もく

想
そう

によっ

て求
もと

めた。

12．これらのステップを経
へ

た結
けっ

果
か

、スピリチュアルに目
め

覚
ざ

め、この話
はなし

をアディクトに伝
つた

え、また自
じ

分
ぶん

のあらゆる

ことにこの原
げん

理
り

を実
じっ

践
せん

するように努
ど

力
りょく

した。

　ただし、使
つか

うのをただやめただけでは回
かい

復
ふく

とはいえな

い。アルコールにしろ、マリファナにしろ、どんな薬
やく

物
ぶつ

も

ぜったいに手
て

をつけずにいれば、今
いま

まで逃
に

げていた感
かん

情
じょう

に

もきちんと向
む

きあえるようになる。昔
むかし

は認
みと

められなかった

感
かん

情
じょう

まで味
あじ

わえるようにもなる。私
わたし

たちは、昔
むかし

のいやな感
かん

情
じょう

も、はじめて経
けい

験
けん

する感
かん

情
じょう

も、しっかり受
う

け止
と

めてみよ

うという気
き

持
も

ちになる必
ひつ

要
よう

がある。

　さらに、自
じ

分
ぶん

に生まれた感
かん

情
じょう

をそのまま受
う

け止
と

めること

も学
まな

んでいく。すると、その感
かん

情
じょう

をもろに出
だ

しながら行
こう

動
どう

しない限
かぎ

り、どのように感
かん

じてもまったく害
がい

がないことが

わかる。たとえば、恨
うら

みや怒
いか

りが出
で

て、どうしてよいかわ

からなくなったとする。そのときには、感
かん

情
じょう

に動
うご

かされる

のをやめ、NAの仲
なか

間
ま

に電
でん

話
わ

してみる。話
はな

しているうちに、

恨
うら

みや怒
いか

りが消
き

えていく。なぜなら、仲
なか

間
ま

もまた同
おな

じよう

なことを経
けい

験
けん

しているので、どうやって乗
の

り越
こ

えたかを話
はな

してくれるからだ。「アディクトがひとりでいても、ろく

なことにならない」ことを忘
わす

れないでほしい。

　12 のステップに取
と

り組
く

んでいると、新
あたら

しい NA の友
ゆう

人
じん

もスポンサーも力
ちから

になってくれるので、自
じ

分
ぶん

の感
かん

情
じょう

にどう

向
む

き合
あ

えばよいのかがわかってくる。NAでは、仲
なか

間
ま

と経
けい

験
けん

を分
わ

かち合
あ

うことで喜
よろこ

びは何
なん

倍
ばい

にもなり、悲
かな

しみは何
なん

分
ぶん

の一
いち

になる。私
わたし

たちはもう、どんなことにもたった一
ひ と り

人で

向
む

き合
あ

う必
ひつ

要
よう

はない。いま私
わたし

たちにはグループがある。そ

してハイヤーパワーとのつながりを深
ふか

めていけば、ハイ

ヤーパワーはいつでも私
わたし

たちとともにあるのだ。

　いつも足
あし

を運
はこ

んでいるグループのメンバーたちと顔
かお

見
み

知
し

りになれたら、できるだけ早
はや

くスポンサーを探
さが

していただ

きたい。NA のメンバーにとって、新
あたら

しい仲
なか

間
ま

にスポン

サーを頼
たの

まれることぐらいうれしいことはない。だから、

遠
えん

慮
りょ

なく頼
たの

んでみてほしい。スポンサーシップとは、お互
たが

いにとって報
むく

われるものだ。私
わたし

たちは仲
なか

間
ま

を手
て

助
だす

けし、そ

して仲
なか

間
ま

から手
て

助
だす

けを受
う

けている。私
わたし

たちは、回
かい

復
ふく

の道
みち

を

歩
あゆ

みはじめた。こうして自
じ

分
ぶん

に与
あた

えられ、学
まな

ばせてもらっ

たことを、新
あたら

しい仲
なか

間
ま

に分
わ

かち合
あ

っていく。さもないと、

プログラムは進
すす

まなくなり、せっかく薬
やく

物
ぶつ

なしでやってこ

られたこれまでの日
ひ

々
び

が台
だい

なしになるからだ。

　このプログラムが与
あた

えてくれるのは希
き

望
ぼう

だ。NAに参
さん

加
か

するために必
ひつ

要
よう

なのは、使
つか

うのをやめたいという願
がん

望
ぼう

と、

NAの新
あたら

しい生
い

き方
かた

に取
と

り組
く

んでみようというやる気
き

だけ

だ。

　あなたもぜひミーティングに足
あし

を運
はこ

び、心
こころ

を開
ひら

いて仲
なか

間
ま

の話
はなし

に耳
みみ

を傾
かたむ

け、わからないことはなんでも質
しつ

問
もん

していた

だきたい。そして仲
なか

間
ま

に電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を聞
き

いて、実
じっ

際
さい

に連
れん

絡
らく

を

入
い

れてみていただきたい。ともかく、今
き ょ う

日だけ、クリーン

でいることだ。

　それからもう一
いっ

点
てん

、このプログラムは全
ぜん

員
いん

が無
む

名
めい

のまま

参
さん

加
か

している。あなたがどこのだれで、どういう背
はい

景
けい

があ
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るかなど、話
はな

す必
ひつ

要
よう

はまったくない。あなたがここに来た

こと、あなたが話
はな

したことは、ここにいる人
ひと

以
い

外
がい

には絶
ぜっ

対
たい

に明
あ

かされない。「あなたが何
なに

をどのぐらい使
つか

ったのか、

どこから入
にゅう

手
しゅ

したのか、過
か

去
こ

にどういうことをしたのか、

金
かね

持
も

ちか否
いな

かなどということに私
わたし

たちは興
きょう

味
み

を持たない。

私
わたし

たちに関
かん

心
しん

があるのは、あなたが、いま抱
かか

えている問
もん

題
だい

をどうしたいと思
おも

っているのか、私
わたし

たちはそれをどうやっ

て手
て

助
だす

けできるのかということだけだ」。
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